
資料2　事務事業評価（自己評価）結果

単位 計画（予測） 実績
千円 1,500 1,546 計画 実績
千円 5,700 6,189 総コスト 16,896 16,413

　直接事業費 13,881 13,357
　人件費 3,015 3,056
特定財源 8,247 8,809
一般財源 8,649 7,604

単位 計画（予測） 実績
人 70,000 94,438 計画 実績

総コスト 8,261 7,249
　直接事業費 5,603 5,643
　人件費 2,658 1,606
特定財源 1,398 1,503
一般財源 6,863 5,746

単位 計画（予測） 実績
人 184,500 171,863 計画 実績

総コスト 12,517 10,566
　直接事業費 10,215 8,235
　人件費 2,302 2,331
特定財源 6,153 6,153
一般財源 6,364 4,413

単位 計画（予測） 実績
人 78,000 65,305 計画 実績

総コスト 8,302 9,211
　直接事業費 6,000 5,792
　人件費 2,302 3,419
特定財源 100 41
一般財源 8,202 9,170

単位 計画（予測） 実績
人 240,000 259,669 計画 実績

総コスト 21,839 23,364
　直接事業費 20,608 20,308
　人件費 1,231 3,056
特定財源 13,407 13,387
一般財源 8,432 9,977

継続する

いやしの里維持
管理事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

指標名
コスト（千円）

利用人数（道の駅ながお）

今後の課題

商工観光課
数値化できない成果

道の駅がたくさんあるなかで、どう個性
をだして集客し、もう一度来てもらえる
道の駅ながおにするか今後の課題で
ある。

所管課

改善の方向性 事業実施の
方向性05286 市民及び広域圏内在

住者
県立亀鶴公園を気持ちよく利用者してもらうために草刈や桜の防虫剤散布、花しょうぶ園の計画的な土壌改
良、トイレの維持管理等を行い、歴史のある亀鶴公園を守っていきます。

公園であるため、天候などの条件で入
園者が増減している。また、県立公園
であるため、さぬき市は公園の維持管
理を効率的に行う努力をしたい。

公園を訪れる人々の安らぎと憩いの場
を提供していきたい。 継続する

亀鶴公園整備事
業

事務事業コード

指標名
コスト（千円）

利用人数

事業実施の
方向性05287 市民及び広域圏内在

住者
公園として気持ちよく利用できるよう、もう一度来たいと思うような公園づ
くりを行う。

コンサートなどの大規模なイベントが少
なかったため利用人数が減少した。コ
ンサートは民間会社のイベントのため
利用人数の増減が起こりやすいが、多
くの人が大串自然公園に来てもらえる
ように努力する必要がある。

公園を訪れる人々の安らぎと憩いの場
を提供していきたい。 継続する

大串自然公園管
理事業

事務事業コード 今後の課題

コスト（千円）
利用人数

改善の方向性

商工観光課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 改善の方向性 事業実施の
方向性05288 市民及び広域圏内在

住者
県立公園を気持ちよく利用できるよう、また、もう一度来たいと思うような公園づくり
を行う。歴史ある当公園を後世に残せるよう維持管理を行う。

便所の排水不良の改善及び遊具等の
修繕を県と連携を図り、実施していきた
い。

公園を訪れる人々の安らぎと憩いの場
を提供していきたい。 継続する

津田松原維持管
理事業

今後の課題

商工観光課
数値化できない成果

所管課

コスト（千円）

改善の方向性

事務事業の対象 事務事業の意図

事務事業の対象 事務事業の意図

利用人数

事業実施の
方向性05285 市民及び広域圏内在

住者
地元前山地区の人々が育てた食材を販売し、地域の交流を盛んにし、またお遍
路さんの癒しと交流の場となるよう施設の維持管理を行います。

道の駅を訪れる人々の安らぎと憩いの
場を提供し、地元で出来た農産物を提
供していきたい。

事業名

所管課

指標名

事務事業名

所管課

商工観光課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の意図
市民及び広域圏内在
住者

公園として気持ちよく利用できるよう、もう一度来たいと思うような公園づ
くり、キャンプ場の管理を行う。

コスト（千円）

05284
事業名

事業名

事務事業の対象

シーサイドコリ
ドール維持管理
事業

指標名

事業名

他市町にある同じような施設（キャンプ
場）との競争に負けないように、他施設
と差別化する必要がある。

所管課

指標名
利用手数料「オートサイト」
利用手数料「コテージ」

商工観光課
数値化できない成果

今後も公園を訪れる人々の安らぎと憩
いの場を提供していきたい。 継続する

事業実施の
方向性

今後の課題 改善の方向性



資料2　事務事業評価（自己評価）結果

単位 計画（予測） 実績
人 44,000 24,680 計画 実績

総コスト 26,176 26,863
　直接事業費 23,518 23,444
　人件費 2,658 3,419
特定財源 15,700 12,652
一般財源 10,476 14,211

単位 計画（予測） 実績
人 100,000 112,000 計画 実績

総コスト 6,693 6,069
　直接事業費 3,678 3,374
　人件費 3,015 2,695
特定財源 2,640 2,495
一般財源 4,053 3,574

単位 計画（予測） 実績
人 3,700 3,500 計画 実績
人 63,000 55,498 総コスト 12,955 12,714

　直接事業費 10,297 10,019
　人件費 2,658 2,695
特定財源 0 0
一般財源 12,955 12,714

単位 計画（予測） 実績
人 63,000 55,498 計画 実績
人 69,000 69,997 総コスト 88,051 108,846
人 65,000 67,355 　直接事業費 84,875 105,426
人 35,000 27,666 　人件費 3,176 3,420
人 155,000 121,470 特定財源 62,200 54,799

一般財源 25,851 54,047

単位 計画（予測） 実績
千円 32,490 32,490 計画 実績

総コスト 49,802 50,322
　直接事業費 42,150 42,150
　人件費 7,652 8,172
特定財源 1,360 1,360
一般財源 48,442 40,790

今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05291 市民及び広域圏内在

住者
公園として気持ちよく利用できるよう、もう一度来たいと思うような公園づ
くりを行う。

利用者ニーズに応えるためにテニス
コート、野球場をはじめとする各施設の
改修などを速やかに施したい。

限られた予算ではあるが、各施設の安
全性を再点検し、公園を訪れる人々の
安らぎと憩いの場を提供できるよう努め
る。

事業名

継続する

みろく自然公園
管理事業

指標名
コスト（千円）

利用人数（有料）合計

所管課

商工観光課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05292 市民及び広域圏内在

住者
道路利用者の利便性の向上と施設の利用促進を図り、安全で快適な道
路交通環境の形成及び地域の振興を図る。

四国地区「道の駅」連絡会などを活用
しながら、県内外の利用者へ情報提供
等を積極的に行っていく。

道の駅に訪れる人々の安らぎと憩いの
場を提供する。

事業名

継続する

みろく道の駅管
理事業

指標名
コスト（千円）

利用人数（有料）

所管課

商工観光課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05293 市民及び広域圏内在

住者
公園として気持ちよく利用できるよう、もう一度来たいと思うような公園づ
くりを行う。

風の展望台をはじめ、各施設の改修な
どを速やかに施したい。

限られた予算ではあるが、適正な予算
執行を行い、公園を訪れる人々の安ら
ぎと憩いの場を提供する。

事務事業名

継続する

門入の郷維持管
理事業

指標名
コスト（千円）

門入の郷キャンプ場
カメリア温泉

所管課

商工観光課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05294 市民及び広域圏内在

住者
市民の健康と保養を目的に設置し、市民に愛される施設として維持す
る。

施設の統廃合を含めた抜本的な見直
し。

施設の統廃合を含めた抜本的な見直
しを行うことによって収益性の向上を図
る。

事業名

継続する

温泉施設等管理
事業

指標名
コスト（千円）

カメリア温泉利用者数
春日温泉利用者数
ゆ～とぴあみろく利用者数

所管課 大串温泉（サイクリングターミナル含）利用者数

商工観光課
ツインパルながお利用者数
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05295 市民及び市外の観光

客等
県、市との連携のもと、観光事業の充実、観光客の誘致宣伝、地域の交
流活動を支援するにぎわい溢れるまちづくりを目指す。 ・「社会環境の変化に応じてサービスの対象や内容を見直す余

地がある。」･･･時間や経済的にゆとりのある団塊世代を対象者
とした観光客の増加を図るため、市内の観光地だけでなく、地
域の歴史、文化を語れるガイドの養成を検討する必要がある。
・「重要指標について設定した目標値が達成できていない」･･･
観光案内所は現在、火曜日が休業となっているのが、観光客の
利便性を図るため、1日あたりの開業時間を１時間短縮するなど
の方策をとり、火曜日も開業するように検討する必要がある。
・「コスト削減の観点から考えた場合、実施方法を改善する余地
がある。」･･･各イベント実行委員会に補助金を出しているが、支
払い内容を十分に調査し、無駄な部分を省く必要がある。

さぬき市観光協会が、自主性をもっ
て、活発に活動していけるような体制
つくりを検討していく必要がある。

事業名

継続する
観光協会事務局

指標名
コスト（千円）

イベント補助金額

所管課

商工観光課
数値化できない成果

事務事業の意図事務事業コード 事務事業の対象


